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会長挨拶

新井君、石井（司）君、片野君、土屋君、服部君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

14/33　　 　42.42%　　　　23/33　　 　69.70%

28/33　　 　84.85%　　　　　　　　  　36名

司会：久保栄子君　指揮：山本　章君

こんにちは、ロータリー情報

を連絡致します。

GSE派遣メンバーが10/27浜松

グランドホテルで内定会が開

かれ、四名内定したそうです。

詳しくは、地区ホームページ

を見て下さい。

10月５日　　鈴木政則君入会記念日

幹事 内田憲一君

幹事報告

GSEで来日のブリーさんの歓迎会を11月3日六時

半より三島市内で行います。詳細は　親睦委員会

より連絡がいきます。

10月20日、パサデイナタウンにあります「みどり

が丘ホーム」にミセスアモーレの皆さんと慰問に

行ってきました。皆さんハンドベルの音色に聞き

入っていました。

１．

２．

栗田正司君（三島西ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

10月26日　　宮澤正昭君入会記念日

せせらぎ三島ロータリークラブ 検索

　逆に、GSE受け入れが当分区で10/31～11/5まで行わ

れます。当クラブは、11/2 午前中三島消防見学の担

当です。参加宜しくお願い致します。

11/3午前中イートーヨーカ堂前にて、ポリオ撲滅と富

士山世界遺産登録支援募金活動へ、米山奨学生エサ君

共々10名参加予定です。参加よろしくお願い致します。

午後GSE五名の地区の歓迎会へ10名出席です。　

11/1～11/5までGSEのメンバーのブリーさん(29歳)(警

察官)を山口雅弘君宅にホームスティをお願いしてあ

ります。山口雅弘君には、大変お世話になります。宜

しくお願い致します。

いろいろと行事が重なりますが担当のロータリー奉仕

委員会及び職業奉仕委員会をはじめ皆様のご協力宜し

くお願い致します。　詳しくは、委員会からお願いを

致します。

さて、初雪、木枯らし１号と冬の便りが全国からとど

いております。当県内も昨日の朝は、今秋一番の冷え

込みになったそうです。長かった残暑に、おさらばし

たと思っていたら、心地よい季節は、あっという間に

過ぎ去ってしまいそうです。

しかし今山肌は色づき、秋の深まりとともに、紅葉前

線が南下中で先日の新聞に梅が島の阿部峠付近の鮮や

かな紅葉の写真が出ていました。紅葉を見にふらっと

出かけたくなります。皆さんも出かけてみては、いか

がでしょうか?

話は変わりますが、

「日本人ゲノムを初解読」高速解析装置で５カ月

日本人のゲノム(全遺伝情報)を「次世代シークエンサ

ー」というDNA解析装置を使って解読することに成功

したとゲノム医科学研究センターが米科学誌の電子

版に発表したそうです。日本人のゲノム解読の報告

は初めて。

難しいことは、わかりませんがDNAの細かな違いがわ

かると、いろいろな病気原因や罹りやすい人が解り

治療に予防に役立つそうです。益々みなさん長生き

になるようです。　これからも体に気をつけてロー

タリーを楽しみましょう。



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

国際ロータリーよりポリオ撲滅 富士山遺産登録支

援街頭募金の参加要請がありました．

日時は11月3日 10:30より12:30です。多数の皆様に

参加していただくよう宜しくお願いします。

第１５回理事役員会報告

鈴木政則君：ゴルフコンペで準優勝になりました。一

緒に廻って頂いた澤田さん、兼子さん、新井さん、楽し

い雰囲気の中でプレーができました。ありがとうござ

いました。

矢岸貞夫君：先週、米山記念館への多額のスマイルあ

りがとうございました。今後とも、協力お願いいたし

ます。

服部君へ、ゴルフコンペ優勝会長賞のレプリカを自宅

にある他のものと間違えてしまいました。すいません

でした。

新井　香君：先週金曜日、Dテーブル会で「南」をご利用

いただきありがとうございました。ふだん閑散として

いる店が久しぶりに活気を取り戻しました。ほんのチ

ョットスマイルして、あと儲かったお金でお寿司でも

食べに行こうと思っています。だから今日はお休みで

す。（代筆：山口辰哉）

Ｅテーブル：10月12日にＥテーブル会を会長・幹事同

席の元、楽しく有意義な時間を過ごしました。残金を

スマイルします。

米山晴敏君：2週連続休んでしまいました。スマイルし

ます。（メーキャップはしてあります。）

中山和雄：平成22年度せせらぎ三島ＲＣのゴルフ同好

会第1回大会において優勝をと思っていましたが3位

でした。残念ですがスマイルします。

山口辰哉君：本日、広報委員会のクラブフォーラムです。

皆様のご協力、よろしくお願いします。

スマイルボックス

委員長　小林　勝君ロータリー奉仕委員会

委員長　鈴木政則君

卓話

プログラム委員会

広報委員会クラブフォーラム

8月、カナダの43歳のロータリアンが、北米の五大湖の一

つであるオンタリオ湖を泳いで横断することに挑戦し、

ポリオ撲滅に向けておよそ15万米ドルの募金を集めまし

た。 

シア・コンベリーさんは、カナダ、オンタリオ州のダンバ

ス・ロータリー・クラブの会員で、8月7日に、湖の半ばまで

たどり着いたところで悪天候に遭い、横断を断念しまし

た。「Swim to End Polio（ポリオ撲滅のための遠泳）」と名

づけたこのチャレンジで、コンベリーさんはロータリー

の2億ドルのチャレンジに44,000米ドルの募金を集め、こ

れに触発されたカナダ各地のクラブから、さらに募金が

寄せられました。 

第7070地区ロータリー財団委員長であるウイリアム・パ

チェットさんによると、9月初めの時点で、カナダ各地の

クラブから15万ドル近い募金が寄せられているというこ

とです。 

このイベントの前後を通じて、新聞、雑誌、放送メディア

はコンベリーさんのチャレンジを大々的に報道しました。 

「目指していたのは、ポリオ問題の認識向上でしたが、そ

の効果があったと思います」とコンベリーさんは言います。 

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

～ポリオ撲滅を目指して

               オンタリオ湖横断に挑戦～

広報委員会の目的は［ロータリーの歴史、綱領および

規模を一般に知らせる宣伝方法を考慮し、実施する

ことを任務とする］とあります。

本日は広報委員会のクラブフォーラムでありますの

で、皆さま方に討議をしていただく形をとりたいと

思います。各テーブルで、私どもロータリークラブの

広報活動をどうしたらいいかを話し合っていただき、

それぞれ意見をまとめていただきたいと思います。

Aテーブル：今はあまりなくなってしまった報道関係

者との交流をつくる。そのため飲食などの機会をつ

くって親しくなっていき情報を出しやすくする。少

なくとも静岡新聞社、伊豆日日新聞社とのコミュニ

ケーションは必要ではないか。そのための予算（飲食

等に係るもの）も必要。

Bテーブル：ロータリーは本来、仕事（職業）を通じて

社会に奉仕している団体なので、奉仕活動そのもの

を世間に知らせてどうの、ということはあまり必要

ではないのではないか。

Cテーブル：広報というか、せせらぎ三島のパンフレ

ット等を作って新しい仲間を誘っていく手段にした

らいいのではないかと思う。

Dテーブル：広報に関するちゃんとした方針を立てる

ことが大事でないか。

Eテーブル：ライオンズクラブと比べると目に映る効

果が少ないような気がする。会員増強のためにも広

報活動は大事。

そのほかの意見

・�CLPによってロータリーは４大奉仕から5大奉仕に

変わっている。新たに広報が加わったのも外に向か

ってのPRが大事であるということ。

・�たとえば、放置自転車贈呈なども駐タイ大使、日本

にいるタイの駐日大使を巻き込んで日本中に広報活

動することも可能ではないか。

まとめ：毎年新会長を始めとした役員の異動、放置自

転車の広報など、どのように進めるかがシステム化

されていないことに問題があるのではないか。プロ

グラムを組む段階において、また新役員が決まって

くる次期に広報の予算と方針を組入れてしまい、必

ず必要な報道機関等に連絡を取り、ふだんから懇親

を深めるような形作りをすすめる。

（文責：山口辰哉）

委員会報告
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